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 [授業の概要・目的]
一般的な系を扱うことを念頭におき、最小作用の原理に基づくニュートン力学の再構築を行う。現
代物理学の２本柱「量子力学」「相対論」のための準備と位置付けられる。前半では系の対称性と
保存則、具体的な運動の解法などを、後半では、正準形式に基づく基本法則などについて取り扱う。

 [到達目標]
一般的な系を扱うための準備として、最小作用の原理に基づいた正準形式による力学の理解を目標
とする。

 [授業計画と内容]
以下の項目にしたがって、週１回授業を行う。
授業回数はフィードバックを含め全15回とする

各項目あたり2回程度の講義で進める。
１．最小作用の原理と運動方程式
２．拘束系
３．対称性と保存則【メディア授業：同時双方向型】
４．質点系の力学【メディア授業：同時双方向型】
５．電磁場と荷電粒子
６．正準形式
７．ハミルトン＝ヤコビ方程式

 [履修要件]
「物理学基礎論Ａ」、「物理学基礎論Ｂ」の履修を前提とする。「力学続論」も履修していること
が望ましい。

 [成績評価の方法・観点]
小レポート（10回各2点）および定期試験（80点）

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
ランダウ=リフシッツ 『力学』（東京図書）
大貫義郎 『解析力学』（岩波書店）
木村利栄・菅野礼司 『微分形式による解析力学』（マグロウヒル）

解析力学(2)へ続く↓↓↓



解析力学(2)

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業中に分からなかったところは各自復習のこと。

 [その他（オフィスアワー等）]
 

 [主要授業科目（学部・学科名）]


